
難病対策については、昭和47年に定められた「難病対策要綱」を踏まえ各種の事業を推進している。

 〈難病対策として取り上げる疾患の範囲〉

対　策　の　進　め　方 事　業　の　種　類

(1)原因不明、治療方法未確立で
あり、かつ、後遺症を残すお
それが少なくない疾病

例：ベーチェット病、重症筋
無力症、再生不良性貧血、悪
性関節リウマチ

(1)調査研究の推進

(2)経過が慢性にわたり、単に経
済的な問題のみならず介護等
に著しく人手を要するために
家庭の負担が重く、また精神
的にも負担の大きい疾病

例：小児がん、小児慢性腎炎
ネフローゼ、小児ぜんそく、
進行性筋ジストロフィー、腎
不全（人工透析対象者）

厚生労働科学研究
　（難治性疾患克服研究）
　（免疫アレルギー疾患等予防･治療研究）
　　
　（障害者対策総合研究）
　（成育疾患克服等次世代育成基盤研究費）

（ 健 　 康 　 局 ）

（ 　 　 〃 　 　 ）
（障害保健福祉部）

（雇用均等・児童家庭局）

(2)医療施設等の整備 重症難病患者拠点･協力病院設備　（ 健 　 康 　 局 ）

(3)医療費の自己負担
　 の軽減     

特定疾患治療研究
小児慢性特定疾患治療研究
育成医療
更生医療
重症心身障害児（者）措置
進行性筋萎縮症児（者）措置

（ 健 　 康 　 局 ）
（雇用均等・児童家庭局）
（障害保健福祉部）
（ 　 　 〃 　 　 ）
（ 　 　 〃 　 　 ）
（ 　 　 〃 　 　 ）

(4)地域における保健医
    療福祉の充実・連携

難病特別対策推進事業
難病相談・支援センター事業
特定疾患医療従事者研修事業
難病情報センター事業

（ 健 　 康 　 局 ）
（ 　 　 〃 　 　 ）
（ 　 　 〃 　 　 ）
（ 　 　 〃 　 　 ）

(5)QOLの向上を目指
した福祉施策の推進 難病患者等居宅生活支援事業 （ 健 　 康 　 局 ）

難病対策

概　　要 難病対策の概要

難治性疾患克服研究事業

難治性疾患克服研究事業
〈研究費助成〉

研究奨励分野
〈平成21年度新設〉

臨床調査研究分野
（130疾患）

重点研究分野（※1）
（革新的診断・治療法を開発）

横断的基盤研究分野（※1）
（疾患横断的に病因・病態解明）

指定研究
（難病対策に関する行政的課題に関する研究）

4要素を満たす疾患のうち臨床
調査研究分野に含まれないも
のであって、これまで研究が
行われていない疾患について、
実態把握や診断基準の作成、
疾患概念の確立等を目指す。

※平成21年度は177疾患が対象
　平成22年度は214疾患に対象が拡大

・希少性（患者数5万人未満）
・原因不明
・治療方法未確立
・生活面への長期の支障
の4要素を満たす疾患から選
定し原因究明などを行う。
　・骨髄線維症
　・側頭動脈炎
　・フィッシャー症候群
　・色素性乾皮症

など （56疾患※2）

臨床調査研究分野のうち、治
療が極めて困難で、かつ医療
費が高額な疾患について、医
療の確立、普及を図るととも
に、患者の医療費負担の軽減
を図る。

・ライソゾーム病
・特発性間質性肺炎
・表皮水疱症
・筋萎縮性側索硬化症（ALS）など

※1　重点研究分野及び横断的基盤研究分野の対象疾患は、臨床調査研究分野の対象疾患と同じ。
※2　特定疾患治療研究事業には56疾患の他、血友病患者等治療研究事業を含む。

特定疾患治療研究事業
〈医療費助成〉
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詳細データ 特定疾患医療受給者証交付件数

平成21年度末現在
※出典：衛生行政報告例
※対象疾患は平成21年4月1日現在における対象疾患である。

特定疾患治療受給者証交付件数

ベーチェット病
多発性硬化症
重症筋無力症
全身性エリテマトーデス
スモン
再生不良性貧血
サルコイドーシス
筋萎縮性側索硬化症
強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎
特発性血小板減少性紫斑病
結節性動脈周囲炎
潰瘍性大腸炎
大動脈炎症候群
ビュルガー病
天疱瘡
脊髄小脳変性症
クローン病
難治性肝炎のうち劇症肝炎
悪性関節リウマチ
パーキンソン病関連疾患
進行性核上性麻痺
大脳皮質基底核変性症
パーキンソン病
アミロイドーシス
後縦靭帯骨化症
ハンチントン病
モヤモヤ病（ウイリス動脈輪閉塞症）
ウェゲナー肉芽腫症
特発性拡張型（うっ血型）心筋症
多系統萎縮症
線条体黒質変性症
オリーブ橋小脳萎縮症
シャイ・ドレーガー症候群
表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型）
膿疱性乾癬
広範脊柱管狭窄症
原発性胆汁性肝硬変
重症急性膵炎
特発性大腿骨頭壊死症
混合性結合組織病
原発性免疫不全症候群
特発性間質性肺炎
網膜色素変性症
プリオン病
クロイツフェルト・ヤコブ病
ゲルストマン・ストロイスラー・シャインカー病
致死性家族性不眠症
肺動脈性肺高血圧症
神経線維腫症
亜急性硬化性全脳炎
バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群
慢性血栓塞栓性肺高血圧症
ライソゾーム病
ファブリー病
ライソゾーム病
副腎白質ジストロフィー

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
①
②
③
21
22
23
24
25
26
27
①
②
③
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
①
②
③
39
40
41
42
43
44
①
②
45

昭和 47年 4月
昭和 48年 4月
昭和 47年 4月

〃
〃

昭和 48年 4月
昭和 49年 10月

〃
〃
〃

昭和 50年 10月
〃
〃
〃
〃

昭和 51年 10月
〃
〃

昭和 52年 10月

平成 15年 10月
平成 15年 10月
昭和 53年 10月
昭和 54年 10月
昭和 55年 12月
昭和 56年 10月
昭和 57年 10月
昭和 59年 1月
昭和 60年 1月

平成 15年 10月
昭和 51年 10月
昭和 61年 1月
昭和 62年 1月
昭和 63年 1月
昭和 64年 1月
平成 2年 1月
平成 3年 1月
平成 4年 1月
平成 5年 1月
平成 6年 1月
平成 7年 1月
平成 8年 1月
平成 14年 6月統合
平成 9年 1月
平成 14年 6月
平成 14年 6月
平成 10年 1月
平成 10年 5月
平成 10年 12月

〃
〃

平成 14年 6月統合
平成 11年 4月
平成 13年 5月
平成 12年 4月

実施年月日疾患名
疾患
番号

17,693
14,227
17,125
57,253
1,756
9,479
20,150
8,492
41,648
22,853
7,185

113,306
5,572
7,591
4,557
23,233
30,891
266
6,049

104,400

1,419
29,291
796

12,885
1,607
22,134
11,119

329
1,635
3,986
17,056
1,185
13,316
9,016
1,162
5,681
25,952
424

1,272
2,990
95
248
1,105
730

176

679,335

受給者証所持者数

合計

78 平成23年版　厚生労働白書


